
単元の目標

小単元 時 学習内容 観点別評価規準例

１うでが動くし

くみ

1 ○腕相撲をしたときの腕の様子につ

いて気付いたことを話し合う。

【態度】

人や他の動物の体についての事物・

現象に進んで関わり、他者と関わり

ながら問題解決しようとしている。

〈行動観察・発言分析・記述分析〉

2 ○腕の骨は、どのようなつくりに

なっていてどのように動くのか、予

想する。

　★ 予想しよう

○骨のつくりと腕の動きを関係付け

て調べる。

　◆ 観察1

【知・技】

人の体には骨と筋肉があることを理

解している。

〈発言分析・記述分析〉

【思・判・表】

人や他の動物の体について、既習の

内容や生活経験を基に根拠のある予

想や仮説を発想し、表現するなどし

て問題解決している。

〈発言分析・記述分析〉

【知・技】

人や他の動物の体について、器具や

機器などを正しく扱いながら調べ、

それらの過程や得られた結果を分か

りやすく記録している。

〈行動観察・記録分析〉

3

4

○腕の筋肉は、どのようなつくりに

なっていて、どのように動くのか、

予想する。

　★ 予想しよう

○筋肉のつくりと腕の動きを関係付

けて調べる。

　◆ 観察2

●人や他の動物について追究する中で、既習の内容や生活経験を基に、人や他の動物の骨や筋肉

のつくりと働きについて、根拠のある予想や仮説を発想し、表現すること。

７ わたしたちの体と運動　（指導時期10～11月･８時間）

★：その学年で特に育成を目指すべき問題解決の力を意識した内容です。

◆：その時間で学習する活動内容です。

骨や筋肉のつくりと働きに着目して、それらを関係付けて、人や他の動物の体のつくりと運動と

の関わりを調べる活動を通して、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を

身に付けるとともに、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力や

生命を尊重する態度、主体的に問題解決しようとする態度を養うことができるようにする。

●人の体には骨と筋肉があること。

●人が体を動かすことができるのは、骨、筋肉の働きによること。



【思・判・表】

人や他の動物の体について、観察、

実験などを行い、得られた結果を基

に考察し、表現するなどして問題解

決している。

〈発言分析・記述分析〉

【知・技】

人が体を動かすことができるのは、

骨、筋肉の働きによることを理解し

ている。

〈発言分析・記述分析〉

7 ○深めよう「身近な動物の、ほねと

きん肉のつくりや動き方を調べてみ

よう！」を行う。

【態度】

人や他の動物の体について学んだこ

とを学習や生活に生かそうとしてい

る。

〈行動観察・発言分析・記述分析〉

8 ◎「たしかめよう」、「学んだこと

を生かそう」、「ふり返ろう」を行

う。

【態度】

人や他の動物の体について学んだこ

とを学習や生活に生かそうとしてい

る。

〈行動観察・発言分析・記述分析〉

【準備物】
タブレット、人体図鑑、人体模型（骨格・筋肉）、コップ（紙）、リボン（2色）、はさみ、セロ

ハンテープ、粘着テープ、学校で飼育している動物（ウサギなど）、タオル（厚手の物）、動物

図鑑

2 体全体のほね

ときん肉

5

6

○体全体の骨と筋肉は、どのような

つくりや仕組みになっているか、予

想する。

　★ 予想しよう

○体のいろいろな部分について骨と

筋肉を関係付けて調べる。

　◆ 観察３


